
会
員
募
集

　

◆
２
Ｍ
（
エ
ム
ツ
ー
）
ス
ポ
ー

ツ
新
体
操　

毎
週
金
曜
日
の
午
後

３
時
半
か
ら
が
幼
児
、
４
時　

分
４０

か
ら
が
小
学
校
低
学
年
、
西
部
地

域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０

０
円
、
会
費
月
４
５
０
０
円
。
柔

軟
か
ら
手
具
操
作
ま
で
楽
し
く
曲

に
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。
高
学
年

ク
ラ
ス
も
あ
り
。
詳
し
く
は
黒
澤

�
４
７
５
・
３
６
７
７
へ
。

　

◆
少
年
野
球
ド
リ
ー
ム
セ
ブ
ン

　

毎
週
土
曜
・
日
曜
日
の
午
前
、

第
七
小
学
校
校
庭
で
。
入
会
金
１

０
０
０
円
、
会
費
月
１
５
０
０
円
。

初
心
者
歓
迎
。
高
い
指
導
体
制
。

詳
し
く
は
前
原�
４
７
２
・
６
４

８
８
へ
。

　

◆
将
棋
研
究
会　

毎
週
日
曜
日

の
午
後
１
時
〜
５
時
、
成
美
教
育

文
化
会
館
ほ
か
で
。
入
会
金
１
０

０
０
円
、
会
費
２
カ
月
１
０
０
０

円
。
棋
力
不
問
。
詳
し
く
は
増
田

�
４
７
３
・
２
３
３
３
へ
。

　

◆
手
織
り
を
楽
し
み
な
が
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
さ
い
わ
い
さ
を
り

会
）　

毎
週
火
曜
日
の
午
前　

時
１０

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時
、
さ

い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費

月
４
０
０
０
円
。
詳
し
く
は
古
川

�
４
７
１
・
０
５
５
４
（
午
後
５

時
以
降
）
へ
。

　

◆
茶
道
サ
ー
ク
ル　

毎
月
第

２
・
第
４
金
曜
日
の
午
後
１
時
半

〜
５
時
、
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
月
３
０
０
０
円
。
初
心
者
歓

迎
。
気
軽
に
ご
参
加
を
。
詳
し
く

は
米
田�
０
９
０
・
７
１
９
６
・

５
９
０
５
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
は
ま
な
す
ダ

ン
ス
サ
ー
ク
ル
）　

毎
週
月
曜
日

の
午
後
１
時
か
ら
、
市
民
プ
ラ
ザ

ホ
ー
ル
ほ
か
で
。
入
会
金
１
０
０

０
円
、
会
費
月
３
０
０
０
円
。
講

師
に
よ
る
指
導
。
見
学
自
由
。
詳

し
く
は
東
（
ひ
が
し
）�
４
７
２
・

４
１
０
０
へ
。

　

◆
エ
ン
ジ
ョ
イ
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

　

毎
週
木
曜
日
の
午
前　

時
〜　

１０

１１

時
半
、
中
央
公
民
館
で
。
入
会
金

１
０
０
０
円
、
会
費
１
回
５
０
０

円
。　

歳
〜　

歳
の
方
。
初
心
者

３０

６０

歓
迎
。
無
料
体
験
あ
り
。
詳
し
く

は
川
浪
（
か
わ
な
み
）�
４
７
０
・

２
６
８
４
へ
。

　

◆
中
国
語
同
好
会　

毎
月
第
１

〜
第
４
日
曜
日
の
午
前　

時
半
〜

１０

正
午
、
中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
１
回
５
０
０
円
。
毎
回
完
結

型
学
習
。
レ
ベ
ル
不
問
。
中
高
年

の
方
歓
迎
。
詳
し
く
は
大
野
木

（
お
お
の
ぎ
）�
４
６
２
・
４
１

９
８
（
午
後
７
時
以
降
）
へ
。

　

◆
楊
名
時
（
よ
う
め
い
じ
）
気

功
太
極
拳（
太
極
拳
サ
ー
ク
ル
）　

毎
週
金
曜
日
の
午
後
２
時
〜
３
時

半
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
久
留
米

西
団
地
９
号
棟
横
）
で
。
会
費
月

１
５
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
中

高
年
の
方
向
き
。
見
学
自
由
。
詳

し
く
は
三
島�
４
７
５
・
１
７
９

８
へ
。

　

◆
室
内
で
行
う
カ
ー
リ
ン
グ

（
東
久
留
米
ユ
ニ
カ
ー
ル
同
好

会
）　

毎
週
水
曜
日
の
午
前
９
時

〜
正
午
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
５

０
０
円
。
ボ
ー
リ
ン
グ
の
よ
う
に

投
げ
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
の
よ
う
に
狙

い
ま
す
。
詳
し
く
は
三
溝
（
さ
み

ぞ
）�
４
７
２
・
８
２
８
２
（
夜

間
）
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル
「
リ
リ
ー
」）　

毎
週
金
曜
日

の
午
後
１
時
〜
４
時
、
主
に
東
部

地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１
０

０
０
円
、
会
費
月
２
５
０
０
円
。

多
少
踊
れ
る
方
。
Ｂ
級
現
役
プ
ロ

女
性
講
師
指
導
。
詳
し
く
は
川
名

（
か
わ
な
）�
４
２
５
・
０
１
４

１
へ
。

　

◆
楽
し
い
ウ
ク
レ
レ　

月
３
回
、

木
曜
日
の
午
後
１
時
〜
３
時
、
さ

い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会

金
２
０
０
０
円
、
会
費
月
４
０
０

０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は

石
田�
０
８
０
・
３
２
７
７
・
７

１
６
６
へ
。

　

◆
植
物
学
名
を
知
っ
て
植
物
に

親
し
む
会　

毎
月
第
１
木
曜
日
の

午
前
、
市
内
各
地
域
セ
ン
タ
ー
ほ

か
で
。
詳
し
く
は
田
中�
４
７

７
・
５
６
８
９
へ
。

　

◆
日
本
画（
杉
の
会
）　

毎
月
第

１
土
曜
日
の
午
前
９
時
半
〜
正
午
、

中
央
図
書
館
で
。
会
費
月
２
０
０

０
円
。
材
料
の
用
意
あ
り
。
講
師

が
や
さ
し
く
指
導
。
詳
し
く
は
中

島�
４
５
８
・
６
４
７
０
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
若
葉
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
）　

月
４
回
、
火
曜
日

の
午
後
１
時
〜
３
時
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本
町
で
。
会
費
月

２
０
０
０
円
。
初
級
・
中
級
程
度
。

詳
し
く
は
飯
田�
０
８
０
・
６
５

８
１
・
５
３
５
２
へ
。

　

◆
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

（
フ
ラ
ワ
ー
サ
ー
ク
ル
・
ア
ン

ジ
ェ
リ
カ
）　

①
月
３
回
が
生
花

②
月
１
回
が
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
、
①
②
の
い
ず
れ
も
水
曜
日

の
午
前　

時
半
〜
正
午
と
午
後
２

１０

時
半
〜
４
時
、
東
部
地
域
セ
ン

タ
ー
ほ
か
で
。
会
費
１
回
５
０
０

円（
花
材
代
別
途
実
費
）。
初
心
者

歓
迎
。
体
験
レ
ッ
ス
ン
あ
り
。
詳

し
く
は
藤
川�
０
９
０
・
７
７
３

１
・
８
２
１
１
へ
。

　

◆
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ
さ
ん
の
英
会
話

サ
ー
ク
ル　

毎
週
土
曜
日
の
午
前

９
時
半
か
ら
が
中
級
、　

時　

分

１０

５０

か
ら
が
初
級
、
中
央
公
民
館
ほ
か

で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費

月
４
０
０
０
円
。
主
に
初
級
（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
基
礎
英
語
１
・
２
程
度
）
の

方
。
見
学
可
（
１
回
５
０
０
円
）。

詳
し
く
は
小
森�
４
７
３
・
７
５

９
２
へ
。催

し

　

◆
第
７
回
ひ
ば
り
の
会
写
真
展

「
四
季
写
彩
」（
ひ
ば
り
の
会
）　

９
月　

日
（
水
）
〜　

日
（
日
）

２４

２８

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、
清
瀬

市
郷
土
博
物
館
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
清
瀬
駅
北
口
か
ら
徒
歩
約　
１２

分
）
で
。
入
場
無
料
。
詳
し
く
は

篠
崎�
４
７
２
・
１
２
０
３
へ
。

　

◆
い
ざ
と
い
う
時
役
に
立
つ
応

急
手
当
（
東
久
留
米
Ｃ
Ｐ
Ｒ
友
の

会
）　

９
月　

日
（
土
）
の
午
後
２

２７

時
〜
４
時
、
中
央
公
民
館
２
階
集

会
学
習
室
２
で
。
入
場
無
料
。
人

形
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
ト
レ
ー
ナ
ー
を

使
っ
た
心
肺
蘇
生
（
そ
せ
い
）
法

を
学
び
ま
す
。
詳
し
く
は
川
島�

４
７
３
・
４
０
３
０
へ
。

　

◆
「
秋　

和
ざ
っ
か
展
」
ク
ラ

フ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
ク
リ
ス
マ
ス

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会
）　

９
月　

日
２０

（
土
）
〜　

日
（
月
）
の
午
前　

２２

１０

時
〜
午
後
４
時
半
、
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
「
ハ
ー
ト
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
」

（
東
本
町　

番
）
で
。
入
場
無
料
。

１５

詳
し
く
は
本
多�
４
７
３
・
３
６

４
８
へ
。

　

◆
虹
色
の
贈
り
も
の
〜
バ
ザ
ー

と
入
園
説
明
会
〜
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

南
沢
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
子
ど
も
園
を

育
て
る
会
）　　

月
５
日
（
日
）
の

１０

午
前　

時
か
ら
が
説
明
会
、
午
前

１０

　

時
〜
午
後
２
時
半
が
バ
ザ
ー
、

１１成
美
教
育
文
化
会
館
で
。
入
園
説

明
会
の
参
加
は
要
事
前
申
し
込
み
。

バ
ザ
ー
は
手
仕
事
体
験
な
ど
。
詳

し
く
は
同
園�
４
７
０
・
０
８
４

３
へ
。

　

◆
第
８
回
東
久
留
米
・
高
崎
市

文
化
協
会
榛
名
支
部
歌
謡
交
流
発

表
会（
東
久
留
米
市
歌
謡
連
盟
）　

９
月　

日
（
日
）
の
午
前　

時
〜

２１

１０

午
後
４
時
、
中
央
公
民
館
で
。
入

場
無
料
。
詳
し
く
は
安
尾
（
や
す

お
）�
４
６
４
・
５
５
９
３
へ
。

　

◆
誰
で
も
楽
し
め
る
・
散
歩

コ
ー
ス
（
東
久
留
米
の
び
の
び
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
）　　
１０

月　

日
（
土
）
午
前
９
時
〜
午
後

１８
１
時
。
少
雨
決
行
。
東
久
留
米
駅

東
口
階
段
下
集
合
。
参
加
費
３
０

０
円
（
保
険
代
、
呈
茶
〈
抹
茶
〉

席
代
）。
小
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
。
詳
し
く
は
中
道
（
な
か
み

ち
）�
４
７
４
・
３
２
９
５
へ
。

　

◆
第
３
回
文
化
講
演
会
「
韓
国

人
か
ら
み
た
日
本
人
」（
東
久
留
米

経
友
会
）　

９
月　

日
（
日
）
午
後

２８

２
時
開
演
（
１
時
開
場
）、
成
美
教

育
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
。
入
場

無
料
。
東
久
留
米
市
後
援
。
詳
し

く
は
サ
ン
パ
ー
ク
・
野
崎�
４
７

２
・
３
８
０
９
へ
。

　

◆
第
４
回
英
語
で
お
し
ゃ
べ
り

ラ
ン
チ
（
ウ
ラ
ウ
ラ
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
）　　

月　

日
（
祝
）
午
前　

１０

１３

１１

時
〜
午
後
２
時
半
、
市
役
所
１
階

屋
内
ひ
ろ
ば
で
。
参
加
費
１
５
０

０
円（
ラ
ン
チ
代
込
み
）。
レ
ベ
ル

別
に
グ
ル
ー
プ
分
け
。
レ
ベ
ル
不

問
。
９
月　

日
ま
で
に
申
し
込
み

３０

を
。
詳
し
く
は
浦
崎�
４
５
９
・

３
７
１
５
へ
。

　

◆
第
３
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ

オ
ケ
大
会
（
東
久
留
米
市
赤
十
字

奉
仕
団
）　

９
月　

日
（
土
）
午
前

２７

　

時
〜
午
後
５
時
半
、
成
美
教
育

１０文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
。
入
場
無

料
。
出
場
者
に
ご
声
援
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
竹
内�
４
７
３
・
０
８

４
８
へ
。

　

◆
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
先
住

民
マ
オ
リ
の
女
達
は
今
（
お
話
を

し
よ
う
会
）　

９
月　

日
（
土
）
午

２７

後
２
時
か
ら
、
男
女
平
等
推
進
セ

ン
タ
ー
で
。
参
加
費
１
０
０
０
円

（
資
料
代
、
キ
ウ
イ
、
マ
ヌ
カ
茶

等
の
試
食
）。
講
師
の
渡
辺
み
づ

ゑ
さ
ん
を
囲
み
、
お
茶
と
お
し
ゃ

べ
り
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
。
詳

し
く
は
江
波
（
え
な
み
）�
４
７

２
・
６
１
８
９
へ
。

そ

の

他

　

◆
バ
ッ
ハ
「
マ
タ
イ
受
難
曲
」

を
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
（
南
沢

コ
ー
ラ
ス
）　

練
習
は
９
月　

日
２５

（
木
）
か
ら
、
①
毎
週
火
曜
日
の

午
前
と
夜
間
が
文
京
シ
ビ
ッ
ク
②

毎
週
木
曜
の
夜
間
が
東
部
地
域
セ

ン
タ
ー
で
。
会
費
月
３
０
０
０
円
。

公
演
は　

年
７
月　

日
（
土
）
杉

２１

１８

並
公
会
堂
大
ホ
ー
ル
で
。
詳
し
く

は
田
中�
４
７
４
・
５
２
１
０
へ
。

20.  9.  15 20.  9.  15
　

今
回
の
環
境
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
は
、

2
つ
の
環
境
学
習
施
設
を
見
学
し

ま
す
。
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
館
で
は
、

「
循
環
」「
意
識
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

「
行
動
」
の
展
示
を
見
て
触
れ
て

体
験
し
て
、
身
近
な
環
境
問
題
の

気
付
き
や
ヒ
ン
ト
が
発
見
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ス
ト
ッ
プ
お
ん
だ
ん

館
は
、
自
分
の
頭
や
体
を
使
っ
て

地
球
温
暖
化
問
題
を
自
分
の
こ
と

と
し
て
と
ら
え
る
学
び
の
場
で
す
。

各
施
設
と
も
「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
ン

タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
ス
タ
ッ
フ
が
、

来
館
者
と
の
や
り
と
り
や
体
験
を

通
し
て
環
境
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
協
力
は
東
京
ガ
ス
株
式
会

社
西
部
支
店
。

　
【
日
時
】　

月　

日
（
木
）
午
前

10

23

8
時
に
市
役
所
を
出
発
、
午
後
6

時
に
同
帰
着
予
定

　
【
会
場
】東
京
ガ
ス
環
境
エ
ネ
ル

市
民
自
主
企
画
講
座 

「
国
際
理
解
講
座
」

　

国
内
・
外
の
外
国
人
を
招
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
文
化
や
人
々
の

暮
ら
し
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
積

極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
【
日
程
】全
3
回
。
①　

月
4
日

10

②　

月
6
日
③　

年
3
月
7
日
の

12

21

い
ず
れ
も
土
曜
日

　
【
時
間
】①
と
③
が
午
後
1
時
半

〜
4
時
半
、
②
が
午
後
2
時
〜
4

時
半

　
【
テ
ー
マ
】
①
が
「
外
国
人
に
よ

る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
大
会
」、②
が

「
デ
ン
マ
ー
ク
の
文
化
や
産
業
に

つ
い
て
」、
③
が
「
中
学
生
の
英
語

暗
誦
（
し
ょ
う
）
ス
ピ
ー
チ
大
会
」

　
【
会
場
】
中
央
公
民
館

　
【
講
師
】①
が
自
由
学
園
教
師
の

ア
イ
リ
ー
ン
・
セ
ラ
ン
ダ
ー
氏
、

田
無
国
際
交
流
サ
ー
ク
ル
代
表
の

飯
塚
睦
氏
、
②
が
デ
ン
マ
ー
ク
大

使
館
参
事
官
の
ヤ
コ
ブ
・
Ｓ
・
ニ
ー

ル
セ
ン
氏
、
③
が
ロ
イ
ス
榎
本
氏
、

ポ
ー
ル
・
マ
カ
ロ
ー
氏

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

　
【
定
員
】
先
着　

人
40

　

申
し
込
み
は
9
月　

日
（
火
）

16

午
前
9
時
か
ら
電
話
で
同
館�
4

7
3
・
7
8
1
1
へ
。

保
育
室
の
開
放
デ
ー

　

公
民
館
の
保
育
室
を
毎
週
木
曜

日
に
開
放
し
ま
す
。
子
ど
も
を
抱

き
な
が
ら
、
遊
ば
せ
な
が
ら
の

「
触
れ
合
い
の
場
・
語
ら
い
の
場
」

と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

広
く
明
る
い
室
内
に
、
か
わ
い

い
ト
イ
レ
や
目
の
届
く
芝
生
の
庭

も
あ
り
ま
す
。
安
全
な
室
内
で
は

赤
ち
ゃ
ん
体
操
も
で
き
、
安
心
・

快
適
で
す
。
持
参
の
お
弁
当
や
お

や
つ
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
【
開
放
日
時
】毎
週
木
曜
日
の
午

前　

時
〜
午
後
3
時

10

　

申
し
込
み
は
当
日
公
民
館
事
務

室
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
館�
4
7
3
・
7

8
1
1
へ
。

ギ
ー
館
（
横
浜
市
鶴
見
区
）、
ス

ト
ッ
プ
お
ん
だ
ん
館
（
港
区
）

　
【
交
通
手
段
】バ
ス
を
利
用
し
て

各
施
設
を
巡
回

　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
の
方

　
【
定
員
】　

人
（
応
募
者
多
数
の

30

場
合
は
抽
選
）

　
【
参
加
費
】
1
人
1
0
0
円
（
保

険
料
と
し
て
当
日
集
金
）

　
【
持
ち
物
】
昼
食
・
飲
み
物
持
参

（
各
館
と
も
売
店
等
が
あ
り
ま
せ

ん
）

　

申
し
込
み
は
9
月　

日
（
火
）

30

ま
で
に
（
必
着
）、
往
復
は
が
き
に

「
第
1
回
環
境
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
参

加
希
望
」
と
明
記
し
て
、
住
所
・

氏
名
（
家
族
・
グ
ル
ー
プ
の
場
合

は
全
員
の
氏
名
）・
電
話
番
号
を
記

入
の
上
（
返
信
用
に
も
住
所
・
氏

名
を
書
い
て
）、
〒
2
0
3
―
8

5
5
5
、
市
役
所
環
境
政
策
課
あ

て
郵
送
を
。

　

※
後
日
参
加
者
に
集
合
時
間
等
、

詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課�
4
7
0
・
7

7
5
3
へ
。

　

6
月
5
日
は
「
環
境
の
日
」
で

す
。
市
で
も
毎
年
6
月
に
、
実
行

委
員
会
を
中
心
に
、
市
民
・
事
業

者
・
市
の
協
働
に
よ
る「
環
境
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
今
回
、
第　

回
目
と
な

13

る
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
実
行

委
員
を
募
集
し
ま
す
。
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
興
味
の
あ
る
個
人
・

団
体
の
方
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
っ
と
環
境
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
実
行
委
員
と
し
て

一
緒
に
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
盛
り

上
げ
ま
せ
ん
か
。

　
【
第
1
回
実
行
委
員
会
開
催
日

時
】　

月
ご
ろ
の
平
日
午
後
7
時

11

か
ら
約
2
時
間
（
予
定
）

　

申
し
込
み
は　

月
10

　

日
（
金
）
ま
で
に

10（
必
着
）、
は
が
き
に

「
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
応

募
」
と
明
記
し
て
、
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お

持
ち
の
方
）・
所
属
団
体

名（
所
属
し
て
い
る
方
）

を
記
入
の
上
、
〒
2
0

3
―
8
5
5
5
、
市
役
所
環
境
政

策
課
あ
て
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

4
7
0
・
7
8
0
9
、
電
子
メ
ー

ル
、
直
接
同
課
（
市
役
所
5
階
）

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※　

月
中
旬
に
開
催
通
知
を
送

10

付
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課�
4
7
0
・
7

7
5
3
へ
。

　

今
年
も
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
が
9
月　

日（
日
）〜　

日（
火
）

21

30

の　

日
間
、「
や
さ
し
さ
が　

走

10
る
こ
の
街　

こ
の
道
路
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
運
動
の
基
本
・
重
点
項

目
は
次
の
通
り
で
す
。

　

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
＝

高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
、
徐
行
や

十
分
な
間
隔
を
保
持
す
る
な
ど
、

「
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
」
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
高
齢
運

転
者
は
自
己
の
運
動
・
運
転
能
力

を
過
信
す
る
こ
と
な
く
安
全
運
転

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

　

②
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底
＝
す
べ
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
を
確

認
し
て
か
ら
運
転
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

　

③
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故

防
止
＝
自
転
車
も
「
車
」
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
て
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
歩
行
者
へ
の
思
い
や
り

を
持
っ
て
乗
る
こ
と
を
家
族
で
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
夕
暮

れ
時
や
夜
間
に
外
出
す
る
と
き
は

必
ず
反
射
材
を
身
に
着
け
ま
し
ょ

う
　

④
飲
酒
運
転
の
根
絶
＝
飲
酒
運

転
が
重
大
事
故
に
直
結
す
る
悪
質

な
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、

「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
・
乗
る
な

ら
飲
ま
な
い
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
　

⑤
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止
＝

自
己
の
運
転
技
量
や
二
輪
車
の
性

能
を
過
信
す
る
こ
と
な
く
、
カ
ー

ブ
や
交
差
点
の
手
前
で
は
十
分
に

速
度
を
落
と
す
な
ど
、
安
全
運
転

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

運
転
者
講
習
会
を
開
催

　
【
日
時
】
9
月　

日
（
水
）
午
後

２４

7
時
〜
8
時
半

　
【
会
場
】
中
央
図
書
館
視
聴
覚

ホ
ー
ル

　
【
内
容
】田
無
警
察
署
員
に
よ
る

交
通
安
全
の
講
話
、
映
画
の
上
映

（
運
転
者
講
習
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

　

詳
し
く
は
同
署�
4
6
7
・
0

1
1
0
ま
た
は
市
都
市
計
画
課
街

路
交
通
計
画
係�
4
7
0
・
7
7

6
8
へ
。

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
施
策
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
市
長
の
諮
問
に
基
づ

き
、　

年
度
の
プ
ラ
ン
の
進
捗
状

19

況
に
つ
い
て
評
価
作
業
を
行
っ
て

い
る
男
女
平
等
推
進
市
民
会
議

（
会
長
は
十
文
字
学
園
女
子
大
学

教
授
の
橋
本
ヒ
ロ
子
氏
）
で
は
、

答
申
に
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
の

「
市
民
参
画
」「
協
働
」「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
づ
く
り
や
審
議
会
委
員

へ
の
女
性
の
参
画
促
進
、
仕
事
と

家
庭
の
両
立
支
援
の
た
め
の
取
り

組
み
、
母
親
や
女
性
に
偏
り
が
ち

な
育
児
や
介
護
に
つ
い
て
な
ど
、

プ
ラ
ン
の
抱
え
る
課
題
を
市
民
会

議
委
員
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】
9
月　

日
（
日
）
午
後

28

1
時
半
か
ら

　
【
会
場
】市
役
所
7
階
7
0
1
会

議
室

　

当
日
直
接
会
場
へ
。

　

※
2
歳
児
〜
未
就
学
児
の
保
育

あ
り
。
9
月　

日
（
木
）
ま
で
に

18

要
予
約
。

　

保
育
の
申
し
込
み
と
詳
し
く
は

生
活
文
化
課
男
女
共
同
参
画
係�

4
7
0
・
7
7
3
8
へ
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を

促
進
す
る
た
め
、
男
女
平
等
推
進

�

�

�

�
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��������������������

�
�
�
�
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�
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�
�
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�
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�
�
�
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�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

こ
の
集
い
は
、
耳
の
聞
こ
え
な

い
方
た
ち
の
こ
と
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
テ
ー
マ
を
、
よ
り
親
し

み
や
す
く
「
市
民
手
話
ま
つ
り
」

に
替
え
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ブ

テ
ー
マ
と
し
て
「
こ
の
ま
ち
で
共

に
生
き
よ
う
、
育
て
よ
う
！
」
と

題
し
て
、
耳
の
聞
こ
え
な
い
お
母

さ
ん
の
子
育
て
の
体
験
談
や
、
障

害
を
持
つ
お
子
さ
ん
を
育
て
、
今

も
障
害
児
医
療
に
携
わ
る
女
性
医

師
の
矢
澤
智
子
氏
の
講
演
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
耳
の
聞
こ
え
な
い
方
た

ち
が
日
常
生
活
に
使
用
し
て
い
る

「
福
祉
機
器
」
の
使
い
方
を
手
話

劇
で
発
表
し
た
り
、
子
ど
も
コ
ー

ナ
ー
で
は
聞
こ
え
な
い
方
た
ち
と

の
触
れ
合
い
体
験
、
毎
年
好
評
の

和
太
鼓
演
奏
、
広
場
で
は
模
擬

　

こ
の
農
園
は
、
広
報　

年
1
月

20

7
日
号
で
募
集
し
た
市
民
農
園
と

異
な
り
、
地
権
者
と
市
が
特
定
農

地
貸
付
協
定
等
を
結
ん
で
開
設
し

て
い
る
農
園
で
す
。
農
作
業
の
相

談
を
直
接
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
メ

リ
ッ
ト
で
す
。

　

説
明
会
を
先
に
開
催
し
、
申
し

込
み
は
後
日
行
い
ま
す
。

　
【
説
明
会
の
開
催
日
時
】　

月
5

10

日
（
日
）
午
前　

時
か
ら
と
午
後

11

2
時
か
ら
の
2
回

　

※
雨
天
の
場
合
は
順
延
。

　
【
会
場
】神
宝
町
2
ノ
6
ノ　

の
32

現
地
農
園

　
【
ご
注
意
】
利
用
に
当
た
っ
て
は
、

説
明
会
に
出
席
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
必
要
で
す

　
【
区
画
数
】　

区
画
（
応
募
者
多

34

数
の
場
合
は
抽
選
）

　
【
利
用
料
金
】①
区
画
番
号
1
番

〜　

番
が
1
平
方
㍍
当
た
り
5

21
0
0
円
、　

番
〜　

番
が
1
平
方

22

34

㍍
当
た
り
2
8
0
円

　

申
し
込
み
は　

年
1
月　

日

21

13

（
火
）
〜　

日
（
金
）
に
、
必
要

23

事
項
を
記
入
し
た
申
込
書
（　

月
12

1
日
か
ら
産
業
振
興
課
窓
口
で
配

布
）
と
は
が
き
1
枚
（
申
込
者
の

住
所
・
氏
名
を
記
入
）
を
、
〒
2

0
3
―
8
5
5
5
、
市
役
所
産
業

振
興
課
農
政
係
あ
て
郵
送
ま
た
は

直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課�
4
7
0
・
7

7
4
3
へ
。

店
・
バ
ザ
ー
な
ど
を
一
日
開
催
し

ま
す
。
共
催
は
東
久
留
米
市
ろ
う

あ
協
会
、
市
障
害
福
祉
課
。
後
援

は
東
久
留
米
市
社
会
福
祉
協
議
会
。

協
賛
は
東
久
留
米
市
手
話
サ
ー
ク

ル
「
フ
レ
ン
ズ
」。

　
【
日
時
】
9
月　

日
（
日
）
午
前

28

　

時
〜
午
後
4
時
（
講
演
は
1
時

10か
ら
）

　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ

　

詳
し
く
は
ろ
う
あ
協
会
・
平
山

�
4
6
8
・
8
8
1
4
（
フ
ァ
ク

ス
同
）、
手
話
サ
ー
ク
ル
・
池
田�

0
8
0
・
3
4
8
6
・
8
0
6
5
、

障
害
福
祉
課�
4
7
0
・
7
7
4

7
へ
。

　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
の
交
流
会
を
行
い
ま
す
。
介

護
に
よ
る
不
安
や
心
配
事
な
ど
、

日
ご
ろ
抱
え
て
い
る
思
い
を
気
軽

に
話
し
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】
9
月　

日
（
月
）
午
後

29

1
時
〜
2
時
半

　

※　

月
、　

年
1
月
、
3
月
も

11

21

開
催
し
ま
す

　
【
会
場
】
ス
ペ
ー
ス
1
0
5

　
【
対
象
】認
知
症
の
方
を
介
護
し

て
い
る
ご
家
族

　
【
参
加
費
】
1
0
0
円
（
茶
菓
子

代
な
ど
）

　

申
し
込
み
は
認
知
症
の
方
が
居

住
す
る
地
域
を
担
当
す
る
次
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

①
上
の
原
、
神
宝
町
、
金
山
町
、

氷
川
台
、
大
門
町
、
東
本
町
、
新

川
町
、
浅
間
町
、
小
山
に
居
住
の

方
＝
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
・
菊
地�
4
7
3
・
9
9
9

6
　

②
学
園
町
、
ひ
ば
り
が
丘
団
地
、

本
町
、
幸
町
、
中
央
町
、
南
沢
、

前
沢
一
〜
三
丁
目
、
南
町
に
居
住

の
方
＝
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
・
柿
木
（
か
き
の
き
）�
4

7
0
・
8
1
8
6

　

③
前
沢
四
〜
五
丁
目
、
滝
山
、

下
里
、
柳
窪
、
野
火
止
、
八
幡
町
、

弥
生
に
居
住
の
方
＝
西
部
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
須
佐�
4
7

2
・
0
6
6
1

　

詳
し
く
は
各
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

ペ
ッ
ト
に
関
す
る
苦
情
や
ト
ラ

ブ
ル
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
動
物

の
世
話
や
健
康
管
理
、
し
つ
け
、

ふ
ん
の
始
末
、
犬
の
散
歩
の
際
は

リ
ー
ド
（
引
き
綱
）
を
つ
け
る
な

ど
は
、
飼
い
主
の
務
め
で
す
。
市

で
は
、「
ポ
イ
捨
て
等
の
防
止
及

び
路
上
喫
煙
の
規
制
に
関
す
る
条

第
１
回

第
１
回 
環
境
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

　
　

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
館
ほ
か

　
　

環
境
学
習
施
設
の
見
学
参
加
者
募
集

環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
募
集

男女平等推進プランの
進捗（ちょく）状況について
ご意見をお聞かせください

「秋の全国交通安全運動」

9月21日～30日

認
知
症
の
方
を
介
護
す
る

　

家
族
の
交
流
会「
つ
つ
じ
会
」

を
開
催
し
ま
す

第　

回
聴
覚
障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
集
い

１２

特
定
農
地
貸
付
法
に
基
づ
く

特
定
農
地
貸
付
法
に
基
づ
く

市
民
農
園
の
利
用
者
を
募
集

市
民
農
園
の
利
用
者
を
募
集

　
【
日
時
】　

月
5
日
（
日
）
午
前

10

　

時
か
ら
。
雨
天
中
止

10
　
【
会
場
】
野
草
園
（
下
図
参
照
）

　
【
講
師
】市
文
化
財
保
護
審
議
会

委
員
で
野
草
研
究
家
の
新
屋
茂
木

氏
（
講
師
は
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
持
ち
物
】
筆
記
用
具

　

当
日
直
接
会
場
へ
。

　

詳
し
く
は
生
涯
学
習
課�
4
7

0
・
7
7
8
4
へ
。

秋
の
野
草
を
観
察
し
ま
せ
ん
か

れ
以
上
増
や
さ
な
い
よ
う
に
し
、

適
切
に
え
さ
を
与
え
て
、
食
べ
残

し
や
ふ
ん
の
清
掃
を
し
て
、
地
域

と
し
て
管
理
し
て
い
く
と
い
う
も

の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
管
理
が
う

ま
く
続
け
ば
「
飼
い
主
の
い
な
い

猫
」
の
数
は
減
少
し
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
環
境
政
策
課�
4
7

0
・
7
7
5
3
へ
。

野草園案内図

　
「
い
の
ち
輝
け　

人
と
動
物

の
輪
で
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

①
9
月　

日
（
土
）
＝
午
前

20

　

時
〜
午
後
4
時
、
上
野
恩
賜

11公
園
内
噴
水
池
前
広
場
、
上
野

動
物
園
で
。
内
容
は
「
愛
犬
の

し
つ
け
方
教
室
」「
聴
導
犬
実

演
」「
ペ
ッ
ト
写
真
展
」「
こ
ど

も
動
物
園
」
ほ
か
。
当
日
直
接

会
場
へ

　

②
9
月　

日
（
祝
）
＝
午
後

23

1
時
半
〜
午
後
5
時
、
東
京
国

立
博
物
館
平
成
館
講
堂
で
。
内

容
は
動
物
愛
護
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ま
も
れ
ま
す
か
？　

ペ
ッ
ト

の
健
康
と
安
全
」。
定
員
3
9

0
人

　

動
物
愛
護
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

申
し
込
み
は
9
月　

日
（
月
）

22

正
午
ま
で
に
、
フ
ァ
ク
ス
（　

・
03

5
4
9
6
・
0
9
3
0
）
で
社

団
法
人
日
本
動
物
福
祉
協
会
へ
。

　

詳
し
く
は
同
協
会�
　

・
5

03

7
4
0
・
8
8
5
6
ま
た
は
都

福
祉
保
健
局
健
康
安
全
部
環
境

衛
生
課�
　

・
5
3
2
0
・
4

03

4
1
2
へ
。
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　8月17日～20日にかけて福井県で実施

された第37回全国中学校ハンドボール大

会に、市立西中学校ハンドボール部男子

（種市哲也校長、尾石智洋教諭指導）が

２度目の出場を果たし、ベスト８の成績

を収めました。

　都大会、関東大会といずれも優勝して

臨んだ全国大会。選ばれた精鋭がしのぎ

を削る中、準々決勝で同大会優勝の明倫

中学校（福井県）に惜敗したものの、そ

の持てる力を存分に発揮しました。

西中学校ハンドボール部男子

全国大会でベスト８！公
民
館
情
報

公
民
館
情
報

男
女
共
同
参
画
と
は

　

普
段
も
の
ご
と
を
「
型
」
に

は
め
て
言
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
生
年
月
日
に
よ
る
星

座
占
い
や
血
液
型
に
よ
る
類
型

化
な
ど
。
で
も
、
ち
ょ
っ
と

待
っ
て
く
だ
さ
い
。
実
際
に
は

当
て
は
ま
ら
な
い
方
も
多
く
存

在
す
る
は
ず
で
す
。
実
は
こ
う

い
っ
た
型
に
は
め
て
の
考
え
方

は
、
世
の
中
に
何
気
な
く
存
在

し
て
い
ま
す
。

　

星
座
や
血
液
型
な
ど
に
基
づ

い
た
一
方
的
な
価
値
感
か
ら
の

発
言
は
、
時
に
相
手
を
傷
つ
け
、

暴
力
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
人
権
侵
害
と
い
う
暴
力

で
す
。「
男
は
泣
く
な
」「
女
は

仕
事
は
ほ
ど
ほ
ど
に
」
と
言
わ

れ
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
当
た
り
前
だ
と
思
い
ま

す
か
。
な
ぜ
当
た
り
前
な
の
で

し
ょ
う
。

　
「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」

と
い
う
理
由
で
、
自
分
が
や
り

た
い
こ
と
が
制
限
さ
れ
た
り
、

自
分
か
ら
あ
き
ら
め
て
し
ま
う

こ
と
は
、
と
て
も
残
念
な
こ
と

で
す
。
性
別
に
関
わ
り
な
く
、

誰
も
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
で

き
、
共
に
責
任
を
担
う
社
会
を

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
と
い

い
ま
す
。

　

当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た

こ
と
を
一
度
疑
っ
て
み
る
こ
と
、

理
不
尽
な
型
や
既
成
の
概
念
に

気
付
き
、
改
め
て
い
く
こ
と
が

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

つ
な
が
り
ま
す
。

パ

パ

ク

ラ

ブ 

仲
間
を
募
集
中

　

仕
事
や
育
児
、
趣
味
、
地
域

活
動
、
マ
マ
と
の
関
係
も
…
。

欲
張
っ
て
楽
し
く
生
き
た
い
パ

パ
の
た
め
の
「
パ
パ
ク
ラ
ブ
」

が
で
き
ま
し
た
。
パ
パ
た
ち
に

よ
る
パ
パ
た
ち
の
た
め
の
学
習

や
、
イ
ベ
ン
ト
企
画
を
行
う
仲

間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
男
女
平
等
推
進
セ

ン
タ
ー�
4
7
2
・
0
0
6
1

（
火
曜
日
休
館
）
へ
。

男女平等
推進センター
だより No②

第１３回

やさしさが
　　走るこの街
　　　　この道路

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーラララララララララララララララララララララムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムををををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催市民フォーラムを開催

「
市
民
手
話
ま
つ
り
」

野
草
園
観
察
会

野
草
園
観
察
会

についてマナーの確認を
お願いします！

「ペットの飼育」「ペットの飼育」「ペットの飼育」「ペットの飼育」

例
」
で
、
犬
の
ふ
ん
な
ど
を
放
置

す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
ん
な
ど
は
必
ず
持
ち
帰
り
、

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

動
物
の
飼
育
に
は 

責

任

と

愛

情

を

　

近
年
、
動
物
の
虐
待
事
件
が
社

会
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に

関
す
る
法
律
」
で
は
、
動
物
へ
の

虐
待
、
遺
棄
な
ど
に
対
す
る
罰
則

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
行
為
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
動
物
は
責
任
と
愛
情
を

持
っ
て
終
生
飼
い
ま
し
ょ
う
。

身

元

の

表

示

を 

お

願

い

し

ま

す

　

迷
子
に
な
り
、
飼
い
主
の
も
と

に
戻
る
こ
と
が
で
き
な
い
動
物
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
飼
い
主
の

所
在
を
明
ら
か
に
し
、
迷
子
に

な
っ
た
動
物
の
発
見
を
容
易
に
す

る
た
め
に
も
、
犬
に
は
鑑
札
を
着

け
、
猫
や
そ
の
ほ
か
の
動
物
に
は

名
札
等
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

猫

は

屋

内

で 

飼

い

ま

し

ょ

う

　

現
在
の
交
通
事
情
や
住
宅
事
情

を
考
え
る
と
、
都
会
で
猫
を
飼
育

す
る
場
合
に
は
、
屋
内
で
飼
う
の

が
望
ま
し
い
と
い
え
ま
す
。
猫
は

上
下
運
動
が
で
き
る
環
境
が
あ
れ

ば
、
家
の
中
で
飼
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
上
下
運
動
が
で
き
る
よ
う

家
具
の
上
な
ど
に
も
上
れ
る
工
夫

を
し
、
専
用
ト
イ
レ
、
つ
め
と
ぎ

な
ど
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

猫
は
年
に
2
〜
3
回
出
産
し
、
す

ぐ
に
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
不
必

要
な
猫
の
繁
殖
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

避
妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
の
い
な
い 

猫

に

つ

い

て

　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
つ
い
て

は
、「
地
域
ね
こ
」
と
い
う
考
え
方

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
考
え
方
は
、

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
、
人
と
猫

の
調
和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を

す
る
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
、

去
勢
・
不
妊
手
術
を
行
っ
て
、
こ

９月２０日～２６日は

動物愛護週間

都内で各種イベントを開催 ◆環境政策課メールアドレス
kankyoseisaku@city.higashikurume.lg.jp

▼高齢者に配慮した運転を

▼すべての座席で
　シートベルト等の確認を


